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■米政策改革は、単なる水田転作を進めて
いるのではない。補助金がなくても安定し
て利益が出せる強い経営体質と、そのため
の経営イノベーションを迫っているのだ。
■本誌読者の経営実験によれば、成功のポ
イントは3点――マーケット志向の事業計
画、水田を畑地にする技術、他の生産者や
異業種との連携だ。（齋藤訓之、松田恭子）
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本
誌
読
者
（
各
地
の
農
業
経
営
者
及
び

支
援
企
業
）
と
編
集
部
は
、
か
ね
て
「
府

県
に
お
け
る
畑
作
野
菜
経
営
の
可
能
性
」

を
検
討
し
て
来
た
。
99
年
か
ら
は
水
田
転

作
で
の
バ
レ
イ
シ
ョ
契
約
栽
培
を
テ
ー
マ

と
し
、
読
者
自
身
が
リ
ス
ク
を
負
っ
て
取

り
組
む
「
経
営
実
験
」
を
行
っ
て
来
た
。

こ
の
経
営
実
験
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

志
向
を
持
ち
、
水
田
作
に
と
ら
わ
れ
ず
に

ニ
ー
ズ
の
あ
る
作
物
に
取
り
組
む
こ
と
、

そ
の
一
つ
の
形
と
し
て
、
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ

ト
㈱
と
の
契
約
で
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
に
取

り
組
み
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
技
術

の
研
究
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

実
験
に
参
加
し
た
の
は
、
F
F
C
21
の

メ
ン
バ
ー
15
人
（
山
形
県
）、
片
岡
仁
彦

（
福
井
県
）、
末
柄
淳
（
栃
木
県
）、
鈴
木

一
司
（
千
葉
県
）、
只
埜
和
臣
（
宮
城
県
）

の
各
氏
。
ま
た
、
カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
、
ヤ

ン
マ
ー
農
機
㈱
、
ス
ガ
ノ
農
機
㈱
、
東
洋

農
機
㈱
、
松
山
㈱
、
日
農
機
㈱
各
社
と
、

村
井
信
仁
、
関
祐
二
、
土
門
剛
各
氏
の
協

力
を
得
て
来
た
。

経
営
実
験
は
、
今
後
も
メ
ン
バ
ー
、
作

目
を
広
げ
継
続
し
て
い
く
予
定
だ
。

山
形
県
藤
島
町
で
、
99
年
か
ら
バ
レ
イ

シ
ョ
を
中
心
と
し
た
転
作
に
取
り
組
ん
で

い
る
藤
島
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
21
（
F

F
C
21
）
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
昨
年
ま
で

の
取
り
組
み
で
、
1
a
当
た
り
平
均
2
・

2
t
以
上
の
バ
レ
イ
シ
ョ
が
収
穫
で
き
れ

ば
労
働
報
酬
が
残
る
生
産
の
仕
組
み
を
作

っ
た
」（
中
心
メ
ン
バ
ー
の
高
橋
浩
氏
）。

F
F
C
21
の
2
0
0
3
年
の
バ
レ
イ
シ

ョ
作
付
面
積
は
合
計
8
ha
。
反
収
は
平
均

2
・
3
t
で
、
北
海
道
の
標
準
的
な
指
標

3
・
5
t
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
ま
だ
の
収
量

だ
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
で
利
益
が
出
る
。

今
後
は
さ
ら
に
技
術
に
磨
き
を
か
け
、

1
a
当
た
り
3
t
取
る
ま
で
に
な
れ
ば
稲

作
よ
り
も
も
う
け
が
出
る
と
い
う
。

一
方
、
集
落
の
転
作
を
一
手
に
引
き
受

け
、
17
ha
の
畑
作
を
行
っ
て
い
る
、
千
葉

県
神
崎
町
の
こ
う
ざ
き
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ

ス
21
は
、
96
年
か
ら
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
に

取
り
組
み
、
昨
年
は
6
ha
の
バ
レ
イ
シ
ョ

を
作
付
け
た
。

「
こ
れ
ま
で
で
一
番
よ
く
取
れ
た
2
0

0
2
年
で
反
収
3
・
2
t
。
今
後
は
3
〜

4
t
は
安
定
し
て
収
穫
で
き
る
こ
と
を
目

指
す
。
ま
た
、
黒
大
豆
、
枝
豆
、
ヤ
マ
ト

イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
に
も

取
り
組
む
」（
代
表
の
鈴
木
一
司
氏
）。

両
者
と
も
に
、
反
収
こ
そ
ま
だ
高
レ
ベ

ル
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
状
態

で
既
に
利
益
が
出
て
い
る
こ
と
と
、
取
り

組
ん
で
い
る
内
容
に
大
き
な
可
能
性
を
見

出
し
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。

こ
う
ざ
き
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
21
は
、

他
に
全
国
に
3
人
の
経
営
者
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
り
、
情
報
や
機
器
を
共
有
し
て

バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

末
柄
牧
場
（
栃
木
県
小
山
市
）
の
末
柄
淳

■本誌読者によるバレイショを中心とした水田転作の取り組みで、

転作奨励金に頼らずに利益が出せたという実績が報告された。成功

の決め手は、収量の多寡よりもむしろ需要者との契約形態にある。

■つまり選別を行わないという契約だ。単価は低く設定したが、労

働時間当たりの売上高は高くなり、経営の効率化が可能となった。
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氏
、
片
岡
仁
彦
氏
（
福
井
市
）、
只
埜
農

場
（
宮
城
県
松
山
町
）
の
只
埜
和
臣
氏
の

3
人
だ
。

「
し
が
み
つ
い
て
ま
で
コ
メ
を
作
り
た

く
な
い
」（
只
埜
氏
）、
そ
れ
が
、
彼
ら
が

バ
レ
イ
シ
ョ
な
ど
の
畑
作
野
菜
に
取
り
組

む
き
っ
か
け
と
な
る
思
い
だ
っ
た
。

今
年
4
月
か
ら
の
米
政
策
改
革
大
綱
実

施
で
、
意
味
的
に
も
規
模
的
に
も
、
従
来

と
は
違
っ
た
レ
ベ
ル
で
転
作
に
取
り
組
む

べ
き
時
代
が
始
ま
っ
た
。

し
か
し
編
集
部
に
は
、「
わ
が
村
で
は
、

相
変
わ
ら
ず
ど
う
し
た
ら
米
を
作
り
続
け

ら
れ
る
か
、
ど
う
し
た
ら
補
助
金
が
受
け

取
れ
る
か
の
議
論
ば
か
り
が
続
い
て
い

る
」
と
い
っ
た
声
が
少
な
か
ら
ず
寄
せ
ら

6
月
3
日
・
4
日
、
宮
城
県
で
「
異
業

種
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
農
業
経
営
改
革

セ
ミ
ナ
ー
・
水
田
転
作
の
新
し
い
考
え

方
」
が
開
催
さ
れ
た
（
山
形
県
農
業
会

議
・
農
業
技
術
通
信
社
共
催
、
後
援：

農

林
水
産
省
東
北
農
政
局
、
宮
城
県
、
山
形

県
、
全
国
農
業
経
営
者
協
会
他
）。

初
日
は
只
埜
農
場
（
松
山
町
）
で
圃
場

実
演
の
後
、
古
川
市
内
で
矢
久
保
英
吾
氏

（
秋
田
県
八
郎
潟
町
）、
村
井
信
仁
氏
の
講

演
。
二
日
目
は
高
橋
浩
氏
、
只
埜
和
臣
氏
、

三
輪
宏
子
氏
（
宮
城
県
産
業
経
済
部
）
の

講
演
と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
参
加
人
数
は
1
2
0
名
。

ヤンマー農機、スガノ農

機が、バレイショ作業機、

圃場均平作業機を中心に

各種機器の実演を行った

経営実験に参加した経

営者や識者らによる講

演、パネルディスカッ

ションで意見を交換

▲

▼

開始年度 

経営実験と既存指標の農業所得の比較 

経営実験 

藤島フロンティア 
クラブ21

千葉こうさぎ 
グリーンサービス21

2003年 2002年 

1999年 1996年 

労働時間（h） 

10a当たり農業所得 
（円／10a） 

労働時間当たり 
農業所得（円／h） 

備考① 
雇用労働費を費用に 
家族労働費を費用に 

備考② 
反収（㎏／10a） 
単価（円／㎏） 

37,614

11.6

3,231

含む 

含まない 

平均41

29,414

11.6

2,536

含む 

含む 

2,275

76,372

14.4

5,294

含む 

含まない 

平均41

65,527

14.4

4,542

含む 

含む 

3,176

経営実験プロジェクト参加者只埜和臣氏の水田を
畑地に変えたバレイショ畑（2004年6月3日）
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労働時間当たり農業所得 10a当たり農業所得 
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） 

バ
レ
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（
千
葉
・
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崎
町
） 

稲
作
平
均
※ 

0
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60000
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80000

3,7614

48,840

バ
レ
イ
シ
ョ 

（
山
形
・
藤
島
町
） 

バ
レ
イ
シ
ョ 

（
千
葉
・
神
崎
町
） 

稲
作
平
均
※ 

76,372

（円） （円） 

れ
て
い
る
。

そ
ん
な
声
に
対
し
て
高
橋
氏
は
、
今
、

農
業
者
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
本
質
を

理
解
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
苦
言
を
呈

す
る
。「『
コ
メ
を
や
め
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ん
か
作
っ
て
、
も
う
か
る
ん
で
す
か
？
』

と
聞
い
て
来
る
人
が
よ
く
い
る
。
そ
う
い

う
人
は
、
ま
だ
変
わ
る
必
要
性
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
人
」（
高
橋
氏
）。

高
橋
氏
は
じ
め
、
F
F
C
21
の
メ
ン
バ

ー
は
、
か
つ
て
減
反
を
強
硬
に
拒
否
し
た

経
験
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
米
価
が
高

か
っ
た
時
期
で
、
コ
メ
作
り
に
こ
だ
わ
る

理
由
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、

米
価
が
下
が
っ
た
時
、
彼
ら
は
自
身
の
存

在
意
義
を
見
失
う
危
機
を
感
じ
、
矢
も
楯

も
た
ま
ら
ず
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
た

コ
メ
作
り
を
敢
え
て
捨
て
る
形
で
、
バ
レ

イ
シ
ョ
を
は
じ
め
と
す
る
畑
作
に
取
り
組

み
始
め
た
。

し
か
し
、
転
作
と
言
え
ば
、
麦
や
大
豆

に
取
り
組
む
の
が
相
場
。
そ
の
方
が
手
厚

い
転
作
奨
励
金
が
付
く
が
、
敢
え
て
バ
レ

イ
シ
ョ
を
選
ん
だ
理
由
は
何
か
。

只
埜
氏
は
、「
奨
励
金
を
も
ら
う
こ
と

が
目
的
に
な
っ
て
、
作
物
を
作
る
こ
と
が

顧
客
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
の
手
段
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
、
奨
励

金
目
当
て
の
生
産
を
否
定
す
る
。

転
作
奨
励
金
は
い
ず
れ
は
な
く
な
る
。

そ
の
時
以
降
も
作
物
の
売
上
げ
だ
け
で
成

り
立
つ
強
い
経
営
体
質
を
、
今
、
急
い
で

作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

で
は
、
そ
の
強
い
経
営
体
質
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

左
の
グ
ラ
フ
は
、
F
F
C
21
（
2
0
0

3
年
）
と
こ
う
ざ
き
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

21
（
2
0
0
2
年
）
の
バ
レ
イ
シ
ョ
に
よ

る
農
業
所
得
を
稲
作
の
平
均
（「
米
及
び

麦
類
の
生
産
費
・
2
0
0
1
年
農
林
水
産

省
）
と
比
較
し
た
も
の
だ
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
10
a
当
た
り
の
農
業

経営実験プロジェクト始動に当たって開催された、山形県藤島町での実演検討会。

各種ハーベスタが紹介された

※稲作平均「米及び麦類の生産量（年産）」（2001年、農林水産省）
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経 営 費  

既存指標 
（宮城県） 

経営実験 

藤島フロンティア 
クラブ21

育苗費 

肥料費 

農業薬剤 

光熱動力 

貸借料 

出荷経費 

建物施設 

農機具費 

雇用労働 

租税公課 

合計 

 

25,500

23,260

5,730

5,246

105,148

4,507

41,120

770

211,281

20,790

8,703

6,164

6,040

1,537

15,892

59,126

16,606

10,805

1,388

335

5,000

1,205

8,798

9,589

53,727

千葉こうさぎ 
グリーンサービス21

単位：円／10a、%

所
得
は
、
F
F
C
21
が
稲
作
平
均
を
下
回

る
が
、
こ
う
ざ
き
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
21

の
反
収
を
確
保
す
れ
ば
、
稲
作
を
大
き
く

上
回
る
。

ま
た
、
労
働
時
間
当
た
り
の
農
業
所
得

は
、
い
ず
れ
も
稲
作
平
均
を
上
回
る
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、「
稲
作
が
い
ち
ば

ん
ラ
ク
で
も
う
か
る
」
と
い
う
通
念
は
捨

て
た
方
が
い
い
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
同
様
の
比
較
を
大
豆
作
に
対

し
て
行
っ
た
も
の
が
下
の
二
つ
の
グ
ラ

フ
。
こ
れ
を
見
る
と
、
面
積
当
た
り
、
時

間
当
た
り
の
農
業
所
得
は
と
も
に
大
豆
作

よ
り
も
高
い
。

し
か
も
、「
大
豆
は
補
助
金
の
固
ま
り
。

補
助
金
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
ど
う
す
る

の
か
」（
高
橋
氏
）
と
い

う
重
要
な
経
営
上
の
問
題

が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
押
さ

え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
バ
レ
イ
シ
ョ
作
が
も
う

か
る
」
と
い
う
表
面
的
な

話
題
で
は
な
い
。

「
バ
レ
イ
シ
ョ
の
単
価

は
キ
ロ
41
円
ほ
ど
。
安
い

と
驚
か
れ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
単
価
で
は
な
く

経
営
全
体
の
中
で
も
の
を

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
高
橋
氏
）。

高
橋
氏
は
じ
め
読
者
と

カ
ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
の
契
約

で
は
、
生
産
者
に
よ
る
選
別
は
せ
ず
、〝
込

み
玉
〞
で
の
出
荷
と
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
出
荷
経
費
が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て

い
る
（
上
の
表
参
照
）。
ま
た
労
働
時
間

も
短
縮
さ
れ
、
他
の
生
産
に
も
余
暇
に
も

十
分
な
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
単
価
で
は
な
く
労
働
時

間
1
人
時
当
た
り
ど
れ
だ
け
の
売
上
げ
に

な
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
、
頭
を
切
り
換

え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

ま
た
、
単
価
主
義
に
は
、
相
場
を
読
み

な
が
ら
、
買
い
手
と
勝
ち
負
け
を
争
う
と

い
う
気
持
ち
も
潜
む
。

し
か
し
、
土
地
利
用
型
で
持
続
可
能
な

経
営
を
考
え
る
な
ら
ば
、
安
定
し
た
顧
客

を
確
保
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
相
手
と

目
標
を
共
有
す
る
姿
勢
も
必
要
に
な
る
。

そ
の
場
合
、「
勝
つ
か
負
け
る
か
」
と
い

う
考
え
方
は
当
然
ジ
ャ
マ
に
な
る
。

ま
た
、
単
価
主
義
に
陥
り
、「
木
を
見

て
森
を
見
ず
」
の
状
態
に
な
る
と
、
出
費

は
す
べ
て
無
駄
に
見
え
、
適
切
な
設
備
投

資
を
す
る
発
想
自
体
が
出
て
こ
な
い
。

以
下
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
う
し
た
古
い

考
え
方
を
捨
て
、
新
し
い
経
営
観
と
新
し

い
技
術
を
身
に
付
け
、
ま
た
仲
間
を
見
つ

け
る
た
め
の
方
法
を
紹
介
す
る
。

もうかる 水田転作 
特集 できるぞ！ 

顧客・技
術・連携

で 

攻めの畑
作経営へ

！ 
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※大豆平均「工芸作物等の生産費（年産）」（2001年・農林水産省）
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相
手
が
何
を
望
ん
で
い
る
か
を
知
る
こ
と
か
ら

目
標
と
手
段
を
定
め
、
経
営
戦
略
を
策
定
す
る

「
売
れ
な
い
時
に
市
場
に
持
ち
込
ま
れ

る
野
菜
は
、
市
場
の
人
に
と
っ
て
は
『
生

ゴ
ミ
』
だ
そ
う
で
す
。
八
百
屋
さ
ん
は
そ

れ
を
安
く
買
い
た
た
い
て
持
っ
て
い
き
ま

す
が
、
そ
う
い
う
時
の
も
の
は
、
彼
ら
に

も
最
終
的
に
売
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い

そ
う
で
す
」（
高
橋
浩
氏
）。

売
れ
な
い
も
の
を
作
っ
て
「
な
ぜ
買
わ

な
い
！
」
と
文
句
を
言
う
の
は
当
た
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
戦
略
を
持
っ
て
、
売
れ
る

も
の
、
求
め
ら
れ
る
も
の
を
作
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
、
高
橋
氏
は
考
え
る
。

「
ど
ん
な
業
種
で
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
体
質
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
、
事
業
を

続
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
」。
小
売
業
や

商
社
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
実
務
を
多
数

経
験
し
、
現
在
は
宮
城
県
産
業
経
済
部
食

産
業
振
興
専
門
監
を
務
め
る
三
輪
宏
子
氏

は
、
そ
う
指
摘
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
農
業
は
、
生
産
か

ら
発
想
す
る
の
が
普
通
で
、
他
の
産
業
で

は
当
然
の
、
買
い
手
の
ニ
ー
ズ
か
ら
発
想

す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。

だ
が
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
の

は
、
顧
客
に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
利
益
を
得
る
総
合
的
な
活
動
。
こ
ん
な

基
本
的
で
重
要
な
こ
と
を
、
多
く
の
農
業

者
と
行
政
マ
ン
は
『
商
売
は
嫌
だ
』
と
言

っ
て
避
け
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
で
は
利
益

を
上
げ
て
生
き
残
っ
て
い
け
る
は
ず
が
な

い
」（
三
輪
氏
）。

実
は
、
農
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
い
て
事
業
を
展
開
し
て

い
く
形
に
シ
フ
ト
す
る
と
い
う
の
は
、
米

政
策
改
革
大
綱
の
趣
旨
の
一
つ
で
も
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

で
き
る
自
信
が
な
い
県
、
市
町
村
、
そ
し

て
各
集
落
が
、
一
緒
に
な
っ
て
こ
の
流
れ

を
打
ち
消
そ
う
と
し
て
い
る
」（
大
泉
一

貫
宮
城
大
学
大
学
院
事
業
構
想
学
研
究
科

教
授
）
ケ
ー
ス
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
後
ろ
向
き
の
姿
勢
に
同
調

し
て
い
て
は
、
将
来
を
考
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
発
想
を
身
に
付
け

る
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、「
良
識
を
持
つ
こ
と
。
市
場
環

境
は
常
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
し

続
け
る
周
囲
の
そ
の
時
々
の
『
当
た
り
前
』

の
基
準
か
ら
、
自
分
は
外
れ
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
と
疑
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」

マーケティングを進めるために必要な三つのC

常に自分がおかしいと疑えるか？ 
良識 

相手に伝わる言葉で自分の思いを伝えているか？ 
相互理解 

共通する目的に向かって協力して働いているか？ 
協働 

マーケティングを進めるために必要な三つのC

常に自分がおかしいと疑えるか？ 
良識 

相手に伝わる言葉で自分の思いを伝えているか？ 
相互理解 

共通する目的に向かって協力して働いているか？ 
協働 

■水田転作は単に作物を変えるということではない。経営に対する

考え方自体を刷新し、今までにない農業を創造するということだ。

■これには3つの経営改革が必要だ。マーケット志向の戦略、畑作

のための技術、そして距離や専門分野を超えた自由なネットワーク

作り――これらを自分のものにしていく過程で、転作が実現する。
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（
三
輪
氏
）
が
第
一
歩
。

た
と
え
ば
、
ゴ
ボ
ウ
は
長
い
ま
ま
傷
を

付
け
ず
に
出
荷
す
る
も
の
と
い
う
常
識
が

あ
る
が
、
今
は
短
く
カ
ッ
ト
し
た
ゴ
ボ
ウ

の
方
が
ス
ー
パ
ー
で
は
人
気
が
あ
る
。
こ

の
新
し
い
常
識
に
付
い
て
い
く
に
は
、
今

ま
で
の
自
分
を
疑
う
力
が
必
要
に
な
る
。

次
に
、「
相
手
に
伝
わ
る
言
葉
で
話
せ

る
こ
と
」（
同
）。
よ
く
「
農
家
の
話
は
分

か
り
に
く
い
」
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

自
分
た
ち
の
生
産
技
術
の
話
ば
か
り
し

て
、
相
手
に
歩
み
寄
ら
な
い
た
め
だ
。

そ
し
て
、「
事
業
を
す
る
相
手
と
共
通

の
目
的
を
持
っ
て
、
そ
の
達
成
の
た
め
に

協
力
し
て
働
き
合
え
る
こ
と
」（
同
）。

つ
ま
り
、
自
分
た
ち
だ
け
の
世
界
、
自

分
た
ち
だ
け
の
理
屈
を
超
え
て
、
買
い
手

側
と
し
っ
か
り
目
線
を
合
わ
せ
て
い
く
こ

と
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
始
ま
り
と
い

う
こ
と
だ
。

周
囲
と
理
解
し
合
う
準
備
が
で
き
た

ら
、
自
分
と
相
手
を
冷
静
に
分
析
す
る
。

「
自
分
が
取
り
組
ん
で
い
る
作
物
が
ど

の
程
度
の
評
価
を
得
て
い
る
か
。
売
上
高

は
よ
そ
と
比
べ
て
ど
の
程
度
か
と
い
っ
た

こ
と
を
客
観
的
に
把
握
す
る
。
そ
し
て
、

取
引
し
よ
う
と
す
る
相
手
が
何
を
望
ん
で

い
る
か
を
具
体
的
に
調
べ
る
。
こ
の
両
方

の
情
報
が
揃
っ
て
初
め
て
、
何
を
す
べ
き

か
と
い
う
戦
略
が
立
て
ら
れ
る
」（
同
）。

そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
戦
略
を
改
善
、

維
持
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
経
営
戦
略
を

立
て
る
の
だ
。

相
手
を
知
る
「
外
部
環
境
」
の
例
と
し

て
、
今
量
販
店
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か

を
三
輪
氏
が
ま
と
め
た
の
が
上
の
図
だ
。

総
じ
て
売
上
げ
が
低
迷
し
て
お
り
、
そ

こ
へ
外
資
系
ス
ー
パ
ー
や
、
さ
ま
ざ
ま
な

新
業
態
が
参
入
し
、
パ
イ
の
取
り
合
い
が

激
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
情
報
シ
ス
テ
ム

の
革
新
で
、
商
品
の
入
れ
替
え
の
ス
ピ
ー

ド
が
増
し
て
い
る
。
そ
こ
へ
来
て
、
様
々

な
不
祥
事
の
報
道
に
よ
り
、
食
産
業
全
体

へ
の
不
信
感
が
増
し
て
い
る
。

「
消
費
が
減
少
し
、
モ
ノ
が
余
る
と
い

う
の
が
今
の
社
会
。
と
な
れ
ば
、
単
価
の

高
い
低
い
を
問
題
に
し
て
買
い
手
と
張
り

合
う
の
で
は
な
く
、
お
互
い
の
利
益
を
共

有
で
き
る
関
係
を
作
っ
て
い
か
な
い
と
、

モ
ノ
を
作
っ
て
も
売
れ
な
い
」（
高
橋
氏
）

こ
れ
は
、
農
業
者
が
、
食
品
が
消
費
者

の
口
に
入
る
ま
で
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の

一
端
を
担
う
と
い
う
戦
略
を
持
つ
こ
と

だ
。
つ
ま
り
、「
最
終
的
な
目
標
は
、
お

客
様
に
お
い
し
い
も
の
を
届
け
る
こ
と
。

そ
の
た
め
に
、
小
売
業
も
、
メ
ー
カ
ー
も
、

そ
し
て
農
業
者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
そ
う
と
い
う
こ
と
」（
カ
ル
ビ
ー
ポ

テ
ト
常
任
監
査
役
山
下
明
郎
氏
）
だ
。

た
と
え
ば
、
第
一
部
で
紹
介
し
た
バ
レ

イ
シ
ョ
栽
培
に
取
り
組
む
F
F
C
21
と
他

4
人
の
経
営
者
は
、
産
地
卸
の
カ
ル
ビ
ー

ポ
テ
ト
㈱
と
の
契
約
で
転
作
に
踏
み
切
っ

た
。
そ
の
彼
ら
の
発
想
は
、
消
費
者
に
喜

ば
れ
る
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
製
造
を
す
る
と

い
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
た
め

に
最
適
な
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
を
考
え
る
、

と
い
う
順
番
で
計
画
を
立
て
て
い
る
。

最
後
に
誰
が
ど
の
よ
う
に
口
に
入
れ
る

の
か
。
こ
れ
を
意
識
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

経
営
の
持
続
可
能
性
を
保
証
す
る
。

転
作
も
、
単
に
作
物
を
コ
メ
か
ら
別
の

何
か
に
切
り
替
え
る
の
で
は
な
く
、
栽
培

だ
け
考
え
れ
ば
よ
か
っ
た
農
業
か
ら
、
売

る
こ
と
ま
で
考
え
る
農
業
に
変
わ
る
こ
と

と
と
ら
え
る
こ
と
で
、
意
味
の
あ
る
も
の

と
な
る
。

マーケティング＝企業が顧客に商品またはサービスを 
提供することによって利益を得る総合的活動 

今、市場に何が起こっているか？ 

経営戦略の策定 
（継続・改善） 

戦略の策定 

内部環境 
己を知る 

外部環境 
相手を知る 

コスト削減と安全管理・リスク管理が至上命題 

・消費の低迷 
・低価格化の進行 
・大型店の出店規制緩和 
・出店コストの低下→外資系の本格参入 
・情報システムの変化 
・食産業全般への消費者不振 

量販店の動向 

もうかる 水田転作 
特集 できるぞ！ 

顧客・技
術・連携

で 

攻めの畑
作経営へ

！ 

チャート原案：三輪宏子氏（40～41ページ）



42農業経営者 2004年 7月号

「
あ
の
時
は
、
友
達
か
ら
『
日
本
で
初

め
て
の
バ
レ
イ
シ
ョ
の
水
耕
栽
培
だ
な
』

と
馬
鹿
に
さ
れ
た
」
―
―
只
埜
和
臣
氏
は

唇
を
震
わ
せ
る
。
水
田
転
作
の
バ
レ
イ
シ

ョ
の
1
作
目
の
出
来
に
気
を
良
く
し
、
1

ha
を
4
ha
に
拡
大
し
た
年
。
7
月
の
台
風

で
圃
場
は
一
晩
で
水
浸
し
に
な
り
、
3
日

間
水
が
引
か
な
か
っ
た
。
バ
レ
イ
シ
ョ
は

窒
息
し
、
病
害
が
広
が
っ
た
。

水
田
は
元
々
水
が
入
り
や
す
い
所
で
あ

る
こ
と
が
多
い
上
、
長
年
の
代
掻
き
で
土

が
練
ら
れ
、
硬
盤
が
出
来
て
い
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
従
っ
て
、
い
か
に
排
水
を
確
実

に
す
る
か
が
、
転
作
の
成
否
を
分
け
る
。

も
っ
と
も
、「
水
田
は
暗
渠
が
入
っ
て

い
る
の
で
、
最
初
は
透
水
性
が
よ
か
っ
た
」

明
渠
作
溝
と
、
確
実
な
硬
盤
破
砕
が

排
水
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
。

耕
盤
を
破
砕
し
な
が
ら
モ
ミ
ガ
ラ
を

充
填
。
水
の
通
り
道
が
長
期
に
渡
っ
て

確
保
さ
れ
る
。
ま
た
、「
溝
掘
機
で
掘

っ
た
明
渠
に
乾
燥
し
た
土
を
埋
め
戻
す

と
簡
易
暗
渠
に
な
る
」（
高
橋
氏
）
と

い
う
ア
イ
デ
ア
も
あ
る
。

硬
盤
破
砕
は
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
、
プ
ラ

ソ
イ
ラ
な
ど
で
行
う
。
プ
ラ
ソ
イ
ラ
は

破
砕
す
る
部
分
が
大
き
く
、
排
水
性
が

大
幅
に
改
善
す
る
。

レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
を
使
い
、
圃
場
表

面
に
傾
斜
を
付
け
て
均
平
を
か
け
る
と

さ
ら
に
表
面
排
水
の
効
果
が
出
る
。

ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
プ
ラ
ウ
を
使
っ
て

同
じ
傾
斜
を
作
土
層
の
底
辺
に
も
付
け

る
と
さ
ら
に
排
水
性
能
が
向
上
し
、
ま

た
作
土
の
厚
さ
が
圃
場
全
体
で
均
一
に

な
る
こ
と
で
、
全
体
の
作
を
揃
え
る
こ

と
に
も
な
る
。

均
平
は
作
業
機
の
作
業
精
度
も
向
上

さ
せ
、
播
種
や
培
土
を
正
確
に
行
う
上

で
も
重
要
な
作
業
だ
。

振動サブソイラで耕盤に切り込みを入れながらモ
ミガラを充填。水の浸透を改善して湿害から守る

レーザープラウにより作土層レベルで均平になる
ように耕起する。傾斜を付けることで確実に排水

硬盤を大きく砕きながら、心土を表層に持ち上げ
て混和する。透水性を改善し、根圏を拡大させる

同じく圃場表面を均平にする。傾斜均平で表面排
水を促し、また各種作業機の作業精度も向上する

水
田
作
業
で
の
常
識
は
畑
地
に
は
通
用
し
な
い

畑
作
経
営
に
必
要
な
機
器
を
理
解
し
活
用
せ
よ
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もうかる 水田転作 
特集 できるぞ！ 

顧客・技
術・連携

で 

攻めの畑
作経営へ

！ 

（
高
橋
氏
）
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
そ

れ
で
も
、「
5
年
6
年
と
畑
地
と
し
て
使

い
、
ま
た
、
踏
圧
の
大
き
い
80
馬
力
ぐ
ら

い
の
ト
ラ
ク
タ
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
と

透
水
性
が
悪
化
し
て
く
る
」（
同
）。

や
は
り
排
水
の
た
め
の
作
業
を
組
み
込

む
こ
と
と
、
踏
圧
が
小
さ
な
ク
ロ
ー
ラ
ト

ラ
ク
タ
の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
が
成
功

を
確
実
に
す
る
。

ま
た
、
粘
土
質
の
水
田
で
は
乾
燥
時
に

大
き
な
土
塊
が
で
き
や
す
い
。
こ
れ
を
細

か
く
砕
く
、
砕
土
整
地
作
業
も
重
要
だ
。

特
に
バ
レ
イ
シ
ョ
の
場
合
、
砕
土
が
不
十

分
だ
と
、「
収
穫
の
時
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に

土
塊
が
上
が
っ
て
来
て
、
バ
レ
イ
シ
ョ
を

捨
て
た
方
が
早
い
よ
う
な
有
様
に
」（
片

岡
氏
）
と
い
う
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
転
作
で
は
、
水
田
で
は

使
用
し
な
か
っ
た
畑
作
独
特
の
機
器
に
つ

い
て
十
分
研
究
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

と
は
言
え
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て
来
な
か

っ
た
機
器
に
つ
い
て
何
よ
り
気
に
な
る
の

は
価
格
だ
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
機
械

の
コ
ス
ト
だ
け
見
て
い
て
は
踏
み
切
れ
な

い
。
経
営
全
体
の
中
で
、
導
入
す
る
機
械

の
効
率
を
考
え
、
投
下
す
る
資
金
の
回
収

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
を
計
画
で
き

る
こ
と
が
重
要
」（
高
橋
氏
）
だ
。

こ
こ
で
も
、
単
価
主
義
の
よ
う
な
近
視

眼
的
な
見
方
を
捨
て
て
、
費
用
対
効
果
を

計
算
し
、
最
終
的
な
損
得
を
見
通
す
力
が

問
わ
れ
る
。

圃
場
の
砕
土
率
が
悪
い
と
、
精
密
播

種
が
不
可
能
と
な
る
上
、
除
草
や
培
土

な
ど
に
も
支
障
を
来
す
。
代
掻
き
に
慣

れ
た
水
田
農
家
は
「
畑
の
砕
土
」
に
学

ぶ
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
バ
レ
イ
シ
ョ
の
場
合
、
ハ
ー

ベ
ス
タ
が
イ
モ
と
一
緒
に
土
塊
も
拾
う

と
、
収
穫
作
業
の
妨
げ
と
な
る
。

バ
ー
チ
カ
ル
ハ
ロ
ー
は
、
土
中
に
埋

ま
っ
た
残
渣
を
圃
場
表
面
に
掻
き
出
す

こ
と
な
く
、
高
速
で
の
砕
土
作
業
が
可

能
だ
。

ナイフブレードが垂直回転して砕土し、その後を
コイルローラが鎮圧。高精度な播種を可能にする

粘土質の水田土壌は砕土率が上がりにくい。それ
を畑土壌にするには数年間の苦労が必要なことも

秋田県八郎潟町で2001年から水田13.5haのほ
ぼ全面積を乾田直播で栽培。無代掻き歴は7年

私
は
乾
田
直
播
で
水
田
作
を
し

て
い
ま
す
（
写
真
は
播
種
作
業
）。

乾
田
直
播
は
、
ま
ず
は
土
作
り
、

田
作
り
、
そ
し
て
種
の
選
別
。
自

然
に
砕
け
る
土
を
作
り
、
圃
場
を

均
平
に
す
る
こ
と
な
ど
が
決
め
手

で
す
。
こ
れ
ら
は
水
田
を
畑
地
化

す
る
上
で
も
共
通
の
技
術
で
す
。

さ
て
、
よ
く
直
播
の
技
術
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
ま
す
が
、
一
番
大

切
な
こ
と
は
技
術
よ
り
も
観
念
、

い
わ
ば
心
の
問
題
な
の
で
す
。

多
く
の
人
は
、
代
を
掻
い
て
苗

を
移
植
す
る
こ
と
が
農
業
だ
と
い

う
観
念
か
ら
抜
け
出
せ
ま
せ
ん
。

今
ま
で
や
っ
て
来
た
技
術
を
疑
っ

て
み
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
だ
か

ら
乾
田
直
播
も
転
作
も
無
理
だ
と

頭
か
ら
信
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

農
協
や
普
及
セ
ン
タ
ー
も
「
こ

の
地
域
で
は
無
理
」
と
言
う
。
で

も
、
そ
れ
は
臨
床
経
験
の
な
い
医

師
の
言
葉
の
よ
う
な
も
の
。
本
当

に
で
き
る
か
否
か
は
、
あ
く
ま
で

本
人
の
意
志
と
や
り
通
す
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。



経
営
実
験
に
取
り
組
む
片
岡
、
末
柄
、

鈴
木
、
只
埜
の
四
氏
は
、
篤
志
家
が
寄
せ

た
基
金
で
購
入
し
た
1
台
の
ハ
ー
ベ
ス
タ

を
共
用
し
て
い
る
。

同
じ
地
域
内
に
仲
間
を
増
や
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
。
東

北
、
関
東
、
北
陸
と
離
れ
た
地
域
で
作
期

が
異
な
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
機
械

の
共
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
遠
く
離
れ
た
経
営
者
同

士
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
同
じ
作
物

に
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト
は
、
機
械
の
共
用

だ
け
で
は
な
い
。「
同
じ
作
物
で
も
、
地

域
に
よ
っ
て
肥
培
管
理
に
つ
い
て
の
知
識

や
技
術
が
違
う
。
そ
う
し
た
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
交
換
で
き
る
こ
と
も
、
と
て
も
助

か
る
」（
只
埜
氏
）。

遠
く
に
住
む

者
同
士
な
ら
、

近
く
に
住
む
者

同
士
で
し
ば
し

ば
起
こ
り
が
ち

な
、
足
を
引
っ

張
り
合
う
意
味

A

B

D

E

44農業経営者 2004年 7月号

A 鈴木一司氏
千葉県神崎町
バレイショ6ha

バレイショは今年7作目。砂地の
水田を転作。排水はよいが土壌の
飛散防止が課題

B 末柄淳氏
栃木県小山市
バレイショ1ha

和牛、ソバ、ビール麦などの複合
経営。バレイショは昨年から取り
組み始めた。

D 只埜和臣氏
宮城県松山町
バレイショ4ha

水田転作はタマネギに取り組んだ
のが始め。バレイショは今年で4
作目。

E

藤島町土を考える会
FFC21メンバーと
叶野幸衛氏

FFC21のバレイショは今年
6作目。畑作の専門家叶野
氏（写真中央）の指導を受
ける。

バレイショ8ha

離
れ
て
い
る
か
ら
、
業
種
が
違
う
か
ら
組
め
る

目
線
の
揃
う
相
手
を
広
い
視
野
で
探
し
出
そ
う



C

企業、機関、団体等の関係者 

カルビーボテト 

生産者への支援 

需
要
者 

技
術
指
導 

メ
ー
カ
ー 

行
政
・
農
協 

セイツー（野菜卸） 
 
関祐二氏 
（土壌コンサルタント） 

村井信仁氏 
（元 北海道農業 
機械工業会専務理事） 

渡辺採種場 

スガノ農機㈱ 

東洋農機㈱ 
日農機㈱ 
松山㈱ 
ヤンマー農機㈱ 

山形県農業会議 

山形県 
稲作経営者会議 

藤島町 

農協 

・栽培技術、品質管理、経営などについての指導 
・各種作物の取引 

・各種作物の取引 

・水田畑地化に向けた 土作 り指導 

・水田畑地化に向けた機械化技術 

・タマネギの栽培指導 

・技術指導 

・研究会開催と実演協力 

・転作を示唆、助成 

・生産者の政策提言をバックアップ 

・畑作機械導入時に生産者と共に県に同行 
・畑作機械導入時に助成 

・初年度手数料を助成 

経営実験プロジェクト参加者を支援した他業種・行政 

45 農業経営者 2004年 7月号

もうかる 水田転作 
特集 できるぞ！ 

顧客・技
術・連携

で 

攻めの畑
作経営へ

！ 

で
の
不
毛
な
競
争
か
ら
も
自
由
で
、
前
向

き
な
付
き
合
い
が
で
き
る
。

ま
た
、
か
つ
て
稲
作
を
中
心
と
し
た
ク

ラ
ブ
だ
っ
た
F
F
C
21
も
、
同
じ
町
内
の

経
営
者
で
は
あ
る
が
、
畑
作
を
専
門
と
し

て
い
た
〝
距
離
感
〞
の
あ
る
叶
野
幸
衛
氏

と
の
出
会
い
で
、
転
作
を
加
速
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

初
め
て
畑
作
に
取
り
組
む
F
F
C
21
メ

ン
バ
ー
に
叶
野
氏
は
技
術
と
機
械
を
提
供

し
た
だ
け
で
な
く
、
と
も
す
れ
ば
「
本
業

は
や
は
り
水
田
」
と
の
思
い
を
抱
き
が
ち

な
メ
ン
バ
ー
に
叱
咤
激
励
も
し
た
。

「
元
々
、
村
の
中
で
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ

ど
、
疎
外
感
を
感
じ
る
仲
間
同
士
だ
っ
た
」

（
高
橋
氏
）
F
F
C
21
メ
ン
バ
ー
は
、
精

神
的
な
支
援
も
受
け
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
目
的
を
共
有
し
て
取
り
組

む
相
手
探
し
は
、
貪
欲
に
行
う
べ
き
だ
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
目
し
た
相
手
が
期
待
す
る

役
割
を
果
た
せ
な
い
場
合
は
、
業
種
と
地

域
を
問
わ
ず
別
な
相
手
を
探
す
。

「
初
め
て
の
水
田
転
作
で
タ
マ
ネ
ギ
に

取
り
組
ん
だ
時
、
畑
作
の
知
識
が
全
く
な

か
っ
た
の
で
、
県
や
農
協
の
指
導
受
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
現
場
に
マ
ッ
チ
し
た
指
導
が

全
然
で
き
な
か
っ
た
」（
只
埜
氏
）。
そ
こ

で
只
埜
氏
は
、
地
域
の
種
苗
会
社
に
日
参

す
る
よ
う
に
通
い
詰
め
、
指
導
を
受
け
た

と
い
う
。

ま
た
、
今
回
の
経
営
実
験
で
は
、
各
読

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
バ
レ
イ
シ
ョ
作

り
に
対
応
で
き
る
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
を
持

っ
た
農
機
店
が
見
付
け
ら
れ
ず
、
結
局
茨

城
県
の
農
機
店
や
、
直
接
機
械
メ
ー
カ
ー

か
ら
機
械
を
購
入
し
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

受
け
た
。
技
術
面
で
は
需
要
者
で
あ
る
カ

ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
か
ら
も
情
報
提
供
を
受
け

て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
者
が
、
水
田
転
作
で

起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
変
化
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
大
き
な
も
の
だ
け
に
、
付
い
て
こ

れ
る
農
業
者
も
、
農
機
店
も
、
行
政
も
多

く
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
だ
け
に
、〝
目
線
の
揃
う
〞
パ
ー

ト
ナ
ー
探
し
に
は
、
広
い
視
野
で
情
報
を

集
め
、
機
動
力
を
発
揮
し
て
接
触
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
パ
イ
オ
ニ
ア
は
最
初

は
孤
独
感
を
味
わ
う
か
も
知
れ
な
い
。
だ

が
恐
れ
る
必
要
は
な
い
。「
私
た
ち
は
か

つ
て
減
反
拒
否
を
し
て
い
た
た
め
、
正
直

言
っ
て
県
や
町
と
ぎ
く
し
ゃ
く
し
て
い

た
。
そ
れ
が
、
畑
作
に
取
り
組
ん
で
1
年

経
っ
て
み
る
と
、
県
や
町
が
い
ろ
い
ろ
な

助
成
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
人
は
頑
張
っ

て
い
る
と
協
力
し
た
く
な
る
も
の
ら
し
い

と
実
感
し
て
い
る
」（
高
橋
氏
）。

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
、
や
が
て

同
調
者
は
現
れ
て
来
る
。
役
者
が
揃
う
ま

で
ス
タ
ー
ト
を
待
つ
必
要
は
な
い
。

地図中A～Dの4人が共用するポテトハーベスタ。使用料は、最
初の2年間は10万円／haに設定（3年目からは3万円／ha）。運
賃、メンテナンス費用、消耗品費は全員で均等割りとしている

C 片岡仁彦氏
福井市
バレイショ6ha

バレイショは今年で5年目。水田
転作としての取り組みは今年が初
めて。


